
  台風１２号の大雨による三重県御浜町での TEC-FORCEの活動報告 
 
 高知県東部に上陸した台風１２号は、ゆっくりと北上したため紀伊半島では 8月 30日か
らの総雨量が、広い範囲で 1000ミリを越える記録的大雨となった。 
 そのため、三重県東紀州地域において土砂崩れや河川護岸崩壊、道路崩壊等の災害が発

生し、三重県・熊野市、御浜町及び紀宝町からの支援要請をうけて中部地方整備局より緊

急災害対策派遣隊（TEC-FORCE）が派遣され、名古屋国道からも早川工事品質管理官、
宮原建設監督官、大西環境係長が派遣され、被災地において被災状況等の技術的な調査及

び災害申請に必要となる基礎資料の作成を行ってきました。 
 
 名古屋国道から派遣された TEC-FORCEのメンバーが調査した被災箇所 
 三重県御浜町 道路関係被災箇所 11路線 16箇所 
 三重県紀宝町 河川関係被災箇所  1河川  2箇所 
 

【活動状況写真】 
 
 

道路路肩法面の崩 河川の増水（洗掘）により沈下した橋梁

橋梁上の舗装面 調査結果の報告会 


